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『源氏物語』の写本を教材とした言語学演習の方法について
“The Method of Linguistics Exercises That Assumed a 
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6 日本言語史を二区分する場合、古代語（飛鳥・奈良時代〜室町時代）と、近代語（江戸時代〜
現代）とに二分される。現代日本語は近代語に属する（浅川 2013）。 
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